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P2−18−18　子宮癌肉腫，平滑筋肉腫 と内膜 問質肉腫 にお け る Steroid　andXenobiotic 　Receptor（SXR）の 発現 と臨床病理 学

的因子 との 関連 につ い て の 検討
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【目的】
’
r一宮肉腫 は 婦人科悪性腫瘍 の な か で も非 常 に悪 性 度 の 高 い 疾 患 で あ り，再 発 ・進 行例に 対する 新た な治療法の 開発 が

望 まれ て い る．Steroid　and 　xenobiotic 　recept 。r （SXR）は正 常肝臓及び 小腸 に 発現し，異物 や 生理的化合物 の 代謝，排泄 に 重

要 な役割 を担 っ て い る．また，活性化 さ れ た SXR は チ ト ク ロ ム P450 （CYP3A4 ）や トラ ン ス ポ ーターの 多 剤 耐 性 タ ン パ ク

（MDR1 ）の 発現を誘導す る．こ れ まで に 子宮内膜癌や 卵巣癌 ・乳 癌 に 関 して SXR の 発 現 や機能解析が 報告 さ れ て い る．しか

しな が ら，子 宮肉腫組織 を用 い て 臨 床 病 理 学的 因 子 との 関連 を検討 した 報告は ない ．今 回，子宮肉腫組織標本 にお け る SXR
の 発 現 と臨床病 理学的因子 との 関連 につ い て 検討したの で 報告する．【方法】使用 した子宮肉腫症例 47例 （癌肉腫 24例，乎滑

筋 肉腫 17例，内膜間質肉腫 6 例 ），f’宮筋腫 5例．正 常 子 宮 内 膜 5例 は，当 施 設 内 の 倫 理 委員会 に よる 承認の もとで イ ン フ t・・一
ム ド ・コ ン セ ン 1・の 得 られ た患者 よ り採取 した．sxR ，　ER α ，　PR ，　Ki67 の 免疫組織学的発現を sABc 法で 検討 し，　HscoRE
（・10以 上 を 陽性 ） を用 い て 評 価 した．【成 績】SXR は 子宮癌肉腫 3例 （12．5％ ） と平 滑筋 肉腫 4例 （23．5％ ）で 悪性細胞 の 核 に

陽性像 が 認め られ た．しか しなが ら，内膜問質肉腫お よび正 常筋層．子 宮筋腫 で は発 現 を 認め な か っ た．そ して，SXR 陽性

例 は子宮癌肉腫 で 進行症例 に 多 く．また SXR と Ki67の 発 現 に は有意 な正 の 相関関係が 認め られ た ，【結論】SXR は子 宮癌 肉

腫病変 の 進展 に お い て重 要 な役 割 を果た して い る と推察 され，本研究 よ り臨床進行期 の 予 測マ ーカーとな る可能性が 示唆 さ

れ た．

P2−18−19　子 宮体部 疵 肉腫 の 遺 伝 子 発 現 パ ターン に 基 づ い た 治療戦略 の 考察
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【目的】子宮体部癌肉腫 は 腺癌お よ び 肉腫の い ずれ に準 じて 治療 を行 うべ きか 議論 さ れ て きた，現 在 で は腺 癌 に準 じて 治療 さ

れ る傾向に あ る が．その 予 後は 腺癌に比 較 して極 め て 不良で ある．一般に．腫瘍 の 生物学的特性 は遺 伝 子 発 現パ タ
ー

ン に 依存
す る と考 え られ る．本 研 究 で は，マ イ ク ロ ア レ イ解析 に よ り壬宮体部癌肉腫 を腺癌 お よび 肉腫 と比較す る こ とで，その 治療戦
略 を 考察す る．【方 法】文書同意 を得 て 採取 した子宮体部類 内膜腺痼 24 例，癌 肉腫 15 例，肉腫 ・1例を対 象 に マ イ ク ロ ア レ イ解
析 を施 行 し．（1）3 群聞で の 遺伝子 発現 パ ターン の 類 似性，（2）遺伝 r一発現パ タ

ー
ン に基づ く全症 例 の 再 分類，につ い て 検討し

た，【成績】〔1）3群間で 全 ゲ ノ ム で の 遺伝 子発 現パ ター
ン を比 較 した とこ ろ，癌肉腫 は腺癌 よ りも 肉腫 に 類似 し て い た ．中 で

も浸潤転移 に関 与 す る上 皮一問葉 転換 （EMT ）関連遺伝子群 の 発 現 を比 較 した とこ ろ，癌肉腫で は 肉腫と同様 に EMT 誘導転
写 因 子 を含む 問葉系マ

ーカー
群 の 高発現を認め た，（2）上 記 EMT 関連遣伝子群 （30遺伝 了

一
）の 発現 パ ターン に 基 づ き全症例

を unsupervised 　ciustering で 再 分類 した とこ ろ 2群 （A ．　B 群）に分類 され t そ れ ぞ れ A 群 ：癌肉腫 11例，肉腫 4例，腺癌
1 例お よ び B 群 ：癌肉腫 4例，腺癌 23 例で あ っ た．【結論】全 ゲ ノ ム に お ける 癌肉腫 の 遺伝 子 発現パ ターン は腺 癌 よ りも肉腫
に類 似 し，その うち EMT 関連遺伝 予発現 も肉腫 と同様 の パ タ

ー
ン を示 し，臨床的 に 高転移 能 を有 し予後不良で あ る 生物学的

特性 に矛盾 しない 結果で あっ た．症例 毎の 再 分 類 の 検討で は ，癌肉腫 の 多 くは 肉 腫 と同
一

群 に 分 類 さ れ た．以 上 よ り，癌 肉腫
で は 遺伝 f’発現パ ターン に基 づ く治療戦略 の 可能性も考慮すべ き と考 え られ た、
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【目的】子宮癌肉腫 は．子宮体部悪 性腫瘍の 約 1〜3％ に み ら れ る 稀 な疾 患で あ り，5年 生 存 率 は 18〜39％ と予後不良で あ る．
今回，当科にお け る子宮癌肉腫の 臨床病理学的特徴を明 らか にす る こ とと した，【方法1過去 25年間に 経験 した 25症例 を診療

録か ら抽 出 し，後ろ 向き調査で ，病理組 織 標 本 を 再鏡 検 した．【成 績】患 者の 年齢 は 平均 67．4 歳で ，全例 が 閉 経後発症 で あっ た．
主訴の 84％ は閉経後出血 で あ り，合併症 で は高血 圧が 48％，糖尿病 が 32％ と多く，また 乳癌 治療後 の 症例 が 12％ に み られ

た．治療前の 子 宮内膜 細 胞 診 あ る い は 組織診 で ．60％ に子 宮癌 肉腫 の 治療 前 診 断 が 可 能で あ っ た．初回 治療 と し て 21症例 で

手 術 療法 が行 わ れ，補助化学療法 として前半期 に は VAC 療法，後半期に は TC 療法が行わ れ た．摘出標本の 肉眼 的 所見 で は，
ポ リ

ー
プ 様 の 外方性発 育 を呈 す る もの が 多 く．病 理 組 織学的 に は 同所性は 44％ ，異 所性 は 56％ で あ っ た．FIGO の 病期分類

で は 1期 28％．2期 8％，3期 52％，4 期 16％ で あ り，5 年生存率 は 1・2期で 32．1％，3 ・4期 で 20．8％ と病期で の 有意差 は

な く，予 後 不良 で あ っ た．進行期以 外に も年齢 ，腫 瘍 径，肉腫 成 分 の gradet 筋層浸潤の 深 さ，リ ンパ 管 ・脈管侵襲の 有無，
付属器転移の 有無 腹水細胞診の 右無に つ い て 予後 との 検討を行 っ たが，い ずれ に も有意 な差 は得 られ なか っ た．【結論1細 胞

診，組織診の 両 者 を 施行 す る こ とが，了宮癌肉腫 の 治療前診断率を向上 させ る 可能性が示唆された．また，子宮癌肉腫 は予後

因子 に 関 わ らず 予後 不良 な疾患で あ る こ と を再認 識 した．
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